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広報おおず 2004 4月号

健康マラソン大会

よ
〈定

第
引
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

公
園
内
の
特
設
コ

I
ス
で
聞
か
れ
、

会
が

2
月
日
日

(水
)
、
平
野
運
動

1
、
1
5
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

企力強い走りで自己ベス トタイムを目指す選手たち

2
歳
か
ら
槌
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー
が
年
齢
や
学

年
な
ど
幻
の
各
部
門
に
分
か
れ
、
陸
上
競
技
場
と

野
球
場
を
往
復
す
る

2
M
、

2
・
5
畑、

4
・
5

M
の
各
コ

l
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
号
砲
を
合
図
に
元
気
よ
く
駆
け
だ

し
て
い
く
小
学
生
や
、

日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
の
競
技
経

験
者
に
、
ス
タ
ン
ド
や

沿
道
か
ら
多
く
の
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
暖
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
陸
上
競

技
場
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
設
け
ら
れ
た
ゴ

1
ル
周
辺

で
は
親
子
仲
よ
く
完
走
証
を
受
け
取
り
、
喜
び
合

う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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企スタ ート合図の号砲とともに元気よく走りだしてい く小学生ランナー



広報ああず 2004 4月号

健康マラソン大会

企ゴールをめざして 企元気に走りましょう 企元気に選手宣誓 企頑張るぞ!!
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広報おおず 2004 4月号

肱川水系河川整備計画公聴会

肱
川
の
治
水
対
策
や
水
質
改
善
な
ど
盛
り
込
ん
だ
「
肱
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
(
素
案
)
の
公
聴
会
(
国
土
交
通
省
・
県
主
催
)
が

2
月
U
目
、
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
流
域
住
民
が
多
様
な
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
公
聴
会
は
、
肱
川
水
系
河
川

、整
備
計
画
(
素
案
)
に
関
す
る
流
域

住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
聞
か
れ

土
品

l
レ
れ
~
。

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
公
述
人

に
応
募
し
た
の
は
辺
人
で
、
素
案
に

対
す
る
賛
否
の
内
訳
は
賛
成
日
人
、

反
対
7
人
で
し
た
。
応
募
者
か
ら
の

意
見
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
対
す

る
賛
否
の
ほ
か
、
「
住
民
の
生
命
財
産

を
考
え
て
ほ
し
い
」
「
昔
の
よ
う
な
肱

川
の
流
れ
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
」

「
水
質
汚
濁
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
」

な
ど
の
内
容
で
し
た
。

主
催
者
の
国
土
交
通
省
と
県
は
、

公
述
人
目
人
を
選
考
す
る
際
、
「
計
画

の
素
案
に
対
す
る
多
一
様
な
意
見
」
で
、

「
論
旨
が
明
確
」
で
あ
る
こ
と
や
、

「
上
流
域
か
ら
下
流
域
ま
で
の
バ
ラ
ン

ス
」
な
ど
を
考
慮
し
た
と
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
公
述
人
の
構
成
は
、

賛
否
の
偏
り
が
な
い
よ
う
に
賛
成
5

人
、
反
対
5
人
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
聴
会
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
の
字
塚
公
一
河
川
部
長
は
「
河

川
整
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
流

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
可
能
な

限
り
反
映
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の

方
法
で
す
」
と
主
旨
を
説
明
し
、
「
治

水
整
備
の
遅
れ
て
い
る
肱
川
流
域
が

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
ほ
か
の
地
域
と

同
等
の
安
全
度
に
な
る
た
め
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

共
通
し
て
い
た
「
水
質
改
善
と
治
水
対
策
」
へ
の
期
待

素
案
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
公

述
は
、
-
人
初
分
以
内
で
肱
川
の
上

流
か
ら
下
流
(
河
辺
村
、
肱
川
町
、

大
洲
市
、
長
浜
町
)
の
順
番
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

A-

計
画
を
評
価
す
る
公
述
人
か
ら
は
、

「肱
川
の
課
題
に
対
処
で
き
る
計
画
で

あ
る
。
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、

安
心
し
て
住
め
る
環
境
を
つ
く
り
上

10 9 意
見
を
述
べ
た
皆
さ
ん
(
発
表
順
)

I 

梅
木
正
(
河
辺
村
)

富
永
清
光
(
肱
川
町
)

三
瀬
喜
盛
(
肱
川
町
)

清
水
清
勝
(
大
洲
市
)

久
保
田
直
(
大
洲
市
)

長
岡
正
太
郎
(
大
洲
市
)

奥
島
直
道
(
大
洲
市
)

石
川
淳
郎
(
大
洲
市
)

矢
野
越
子
(
大
洲
市
)

木
下
健
次
(
長
浜
町
)

2 3 4 5 6 7 8 

/ 
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企流域市町村の首長や議長らも傍聴
ノ



広報おおず 2004 4月号

肱川水系河川整備計画公聴会

...公述人が肱川流域の河川環境や治水整備について意見を発表

げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
「
拠
点
都

市
と
し
て
の
発
展
の
た
め
、
も
う

一

段
高
い
安
全
度
を
希
望
す
る
」
「
検
討

だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

一
日
も
早
く
計
画
を
実
施
し
て
ほ
し

い
」
「
分
水
を
重
視
し
た
当
初
計
画
か

ら
治
水
対
策
に
重
点
を
置
い
た
計
画

に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
環
境
対
策
に

つ
い
て
も
評
価
で
き
る
」
と
し
て
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
を
含
む
河
川
整
備
に

賛
成
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
反
対
の
立
場
か
ら
は
、
「
洪

水
対
策
の
た
め
、
堤
防
整
備
や
山
林

の
保
水
力
を
高
め
る
よ
う
な
森
林
整

備
に
取
り
組
む
べ
き
」
「
山
鳥
坂
ダ
ム

は
治
水
効
果
が
低
く
、
水
質
悪
化
を

招
く
」
「
基
本
高
水
を

6
、
3
0
0
t

と
高
く
設
定
し
て
い
る
の
は
疑
問
」

「
素
案
に
つ
い
て
の
検
討
期
聞
が
短

い
」
と
し
て
山
鳥
坂
ダ
ム
を
建
設
せ

ず
、
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
な
ど
で

治
水
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
新
た
な
遊
水
地
を
つ

く
り
洪
水
に
対
応
し
、
被
害
が
出
れ

ば
補
償
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
大
学
教

授
の
案
が
あ
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
遊
水
地
に
土
地
を
持
つ
住

民
へ
の
配
慮
に
欠
け
て
お
り
、

地
域

の
実
態
が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
憤
り
を
感
じ
る
」
、
「
(ダ
ム
建

設
に
)
反
対
の
立
場
で
書
か
れ
た
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ケ
1
ス
が
あ

る
」
な
ど
と
し
て
「
公
平

・
公
正
な

報
道
を
求
め
る
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
流
域
の

住
民
は
、
下
流
の
治
水
の
た
め
に
協

力
し
て
き
た
が
、
「
河
辺
村
で
は
、
県

道
整
備
を
待
ち
続
け
て
お
り
、
山
鳥

坂
ダ
ム
建
設
の
予
備
調
査
開
始
か
ら

辺
年
経
っ
た
今
も
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
、
犠
牲
を
払

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
や
早
期
の

道
路
整
備
を
望
む
発
言
な
ど
も
あ
り

土
品
、
し
れ
~
。

a-

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
の
公

述
は
賛
否
両
論
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
・
反
対
を
問
わ
ず
双
方
の
公
述
人

か
ら
「
肱
川
の
水
質
改
善
や
治
水
対

策
に
早
く
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
う
共
通
し
た
内
容
の
意
見
が
相
次

い
で
出
さ
れ
、
流
域
住
民
と
肱
川
と

の
関
わ
り
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
公

聴
会
で
し
た
。

整
備
計
画
の
原
案
策
定
に
向
け
て

流
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

肱
川
流
域
委
員
会
委
員
の
桝
田
奥

一

大
洲
市
長
や
西
田
洋
一
長
浜
町
長
な

ど
1
7
5
人
が
傍
聴
し
、
公
述
人
の

意
見
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

A' 

公
聴
会
終
了
後
、
宇
塚
河
川
部
長

は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ハ
ガ
キ
な

ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
に
開
催
し
た
意
見
交
換
会
、

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

内
に
設
け
ら
れ
た
情
報
コ

ー
ナ
ー
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
希
望
に
よ
り
実
施

し
た
出
前
講
座
、
肱
川
流
域
委
員
会

や
公
聴
会
で
意
見
は
ほ
と
ん
ど
把
握

で
き
た
」
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

今
後
、
「
意
見
は
、
国
・
県
に
お
い
て

可
能
で
あ
れ
ば
計
画
に
反
映
し
、
反

映
で
き
な
い
も
の
は
そ
の
理
由
を
印

刷
物
や
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
な
ど
で
説
明

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
第
4
回
流

域
委
員
会
を

3
月
中
旬
頃
に
は
開
催

し
て
意
見
を
分
け
隔
で
な
く
公
開
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
河
川
整
備
計
画
の

原
案
を
提
示
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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広報おおず 2∞4 4月号

土地・家屋などの価格の縦覧

6 

⑮ 
平
成
同
年
度
固
定
資
産
税
の
も
と
に
な
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な

ど
を
記
載
し
た
「
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
縦
覧
帳
簿
を
見
て
い
た
だ
き
、
自
分
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
と
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
人

平
成
時
年
度
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
(
代
理
人
を

含
む
)

縦
覧
で
き
る
物

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

マ
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
価
格
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
1
日
(
木
)
か
ら

4
月
初
日
(
金
)
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭

日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
)

時

間午
前
8
時
却
分
1
午
後

5
時

場

所税
務
課
(
市
役
所
l
階
)

持
っ
て
く
る
物

・
印
鑑

(
認
め
印
)

・
運
転
免
許
証
な
ど

(
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
)

ま
た
は
、
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
て
い
る
場
合
、
納
税
通
知
書

か
課
税
明
細
書
を
持
参
す
れ
ば
縦

覧
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
「
委

任
状
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
※無数

は 縦料
で覧料
き帳
ま簿
t の
ん コ

ピ

(
複
写
)

課
税
台
帳
(
名
寄
帳
)
の
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
や
そ
の
ほ
か
の
人

(
借
地
・
借
家
人
な
ど
「
政
令
で
定
め

る
者
」
)
も
関
係
す
る
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
6
)



広報ああず 2004 4月号

税のはなし
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市民の皆さんが納める市税は、道路や生活環境の

整備、教育や保健医療の充実など、 まちづくりのた

めの大切な資金になり ます。市税の納期内納付につ

いて、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

平成16年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

市 . 県民 税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険 税 1期 2期 3期 4期 5期 6期
」 一一

障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
場
合
、
障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ

り
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る

た
め
の
車
両
構
造
(
た
と
え
ば
車
椅

子
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置
な
ど
)

を
備
え
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
も
減

免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

.・・

-
事
業
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
(
年
齢
日
歳
未
満
の
身
体
障

害
者
、
精
神
障
害
者
、
ま
た
は
知

的
障
害
者
と
生
計
を
共
に
す
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
。
)

の、つ弘
Jl
ムロ

. .・'__，-_._ _' 

A

マ
車
椅
子
の
昇
降
装
置
、
ま
た
は
固

定
装
置
な
ど
、
構
造
上
身
体
障
害

申請に必要なもの

身体障害者等本人が 生計を共にする人が
運転する場合 運転する場合

-運転免許証 。 。
-印鑑 。 。
-身体障害者手帳など 。 。
-自動車検査証 。
-生計同一証明書また 。
は健康保険証

-通学、通院、通所な 。
どの証明書

者
の
利
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ

る
軽
自
動
車

※
車
両
構
造
に
よ
り
減
免
を
受
け
る

場
合
、
そ
の
構
造
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
る
車
検
証
な
ど
が
必
要
で

す。
減
免
申
請
の
受
付

受
付
場
所

税
務
課

軽
自
動
車
税
係

(
市
役
所
l
階
)

受
付
期
間

4
月
1
日
(
木
)
か
ら

4
月
お
日
(
金
)
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
軽
自
動
車
税
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

7 
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リサイクルに取り組もう

役
立
て
よ
ι
つ

度:

も
吾

子
会
長
に
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
(
大
西
健
介
理
事
長
)
か
ら
の
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

企感謝状を受け取る徳森婦人会長の大森勝子さん

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
徳
森
婦
人
会
に
感
謝
状

館藤 とラほで人 全あ l の年彰体り缶 化 は(リ組料
を 恭 資 に ブ かはが田町 1回度し・組のの、本サ織メア
訪弘源な(南徳選 52濯 3収はて個ん 固たゴ部ィす lル
れさリり松 竹 森 ば の 肇 件 、い入、 収めミ るカ
、んサま 山 原婦れ団考の拠協まをて活、ら東クア 1缶

徳がイし市高人、体宗推点会す毎い動ア再京ルルな製
森 2 クた)齢会県・某薦か認 。年るにル資)協ミど造
婦月ル 。がクの 内 個¥がら定本表 団 取ミ源で会缶で業
人 12愛表 者
会日媛彰 「一 一 l や
の、技さ I _ ，. I商

大平研 れ a・ I ~‘ i 杜
森公 の る 欄n， I C-・l
勝民遠 こ ，T ._'，__'. l..J 飲fal -

全
国
臼
の
団
体

・
個
人
に

感
謝
状
が
贈

S
れ
ま
し
た

、、、
自
分
た
ち
の
手
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
た
結
果

徳
森
地
区
は
、
市
の
中
心
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
年
々
住
宅

が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
共
に
人
口
も
多
く
な
り
、
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
も
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
「
地
元
に
住
む
自
分
た

ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
徳
森
婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
の
が
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

空
き
缶
を
回
収
し
、
再
資
源
化
す
る

た
め
の

「
ア
ル
ミ
缶
回
収
」
で
す
。

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
婦
人

会
の
皆
さ
ん
は
、
「
だ
れ
も
が
集
ま
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
る
公
民
館

に
回
収
箱
を
作
っ
て
置
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
持
ち
寄
る
ア

ル
ミ
缶
の
量
も
少
な
く
、
集
ま
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
」
と

回
収
を
始
め
た
頃
を
振
り
返
り
ま
す
。

少
し
で
も
回
収
で
き
る
よ
う
「
地
域

の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
協
力
を
お

願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
次
第

に
量
も
増
え
始
め
、
今
で
は
、
ア
ル

ミ
缶
が
集
ま
る
の
も
早
く
な
り
ま
し

た
」
と
活
動
の
成
果
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

8 

ノ ーも、、正OI.Airr'

...徳森婦人会のアルミ缶回収活動は、冬場で月1、2回程度。ビール缶などが多 く出る夏
場には毎週集められ、1カ月で大きな袋10袋になることもあるそう です。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち

謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶

は
、
再
資
源
化
さ
れ
、
省
資
源

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ツ
コ
ツ
、
コ
ツ
コ

ツ
み
ん
な
と
手
を
取
り
合
っ
て
、

回

収
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
り
、
今
後
の
取
組
み
へ

の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
長
の
大
森
さ
ん
は
、
ア
ル

ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
の
感
謝

状
を
手
に
、
「
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
始
め

て
8
年
余
り
、
こ
の
活
動
が
徳
森
地

区
に
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
各
家
庭
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
地
域
に
住
む
人
々
へ
の
感
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飼い犬の注射と登録

場生
所後
で 90
注目
射 を
や超
登 え
録て
乞い
済る
ま犬
せの
τ飼

キ足
C は

最
寄

の

愛犬の

登録を忘れずにf

首
輪
に
つ
け
る
犬
鑑
札
は
、
飼
い

主
と
犬
と
の
紳
の
証
し
で
す
。
必
ず

畜
犬
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成

7
年
度
以
降
に
登
録

を
済
ま
せ
た
犬
は
、
再
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金
(
一
頭
に
つ
き
)

V
予
防
注
射
料

2
、
8
5
0
円

V
登

録

料

3
、
0
0
0
円

日
程
表
の
期
間
中
に
注
射
や
登
録

が
で
き
な
い
場
合
は
、
指
定
動
物
病

院
へ
連
れ
て
行
く
か
、
往
診
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
(
病
院
で
の
注
射
料

金
は
異
な
り
ま
す
。)

市
内
の
指
定
動
物
病
院

久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

包

@
3
2
2
5

岡
ど
う
ぶ
つ
病
院
(
常
磐
町
)

宮
⑫
1
5
1
1

藤
浮
動
物
病
院

(東
大
洲
)

E
@
2
3
3
1
 

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

飼
い
た
い
人
と

飼
え
な
く
な
っ
た
人
の

仲
立
ち
を
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼
っ
て
い

て
飼
え
な
く
な
っ
た
人
と
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
を
登
録
し
て
、
市
が
そ
の
仲
立

ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
捨

て
犬
な
ど
を
保
護
し
た
場
合
に
も
、

登
録
者
の
希
望
(
犬
種
や
大
き
さ
)

に
添

っ
て
連
絡
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い

人
は
、
保
険
環
境
課
へ

申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射と畜犬登録の実施日程
場 所 1 時間

柳沢桐の目バス停 1 9: 10-9: 25 

居場集会 所19:35-10:00

JA愛 媛 た い き 回処庖 110:10-10:30

柳 沢連絡所110:45-11:30 

菅田朝 日 集会所 113:00-13 : 40 

小 倉集会所114:00-14: 10 

大竹分校 跡114:20-14:40

宇津集会所115: 00-15 : 20 

菅由連絡所115:30-16 : 20 

新谷中組お庵19: 10-9: 40 

新谷第 4部消防詰所横 19: 50-10 : 30 

新谷連絡所110:45-11:40 

肱 北 公 民 館 田 口分館 |↑3:10-13:50

市木集会所114:00-14:40

徳森児童センタ ー114:50-15: 30 

西測サ ッシ 庖 向 い 115:40-16:10

明日香集会 所19: 00-9: 30 

大根鳳林寺19: 40-↑0: 00 

平野公民館平地上分館 110:20-10:50

平野連絡 所111: 05-11 : 45 

長谷本村集会 所 113:20-13: 30 

梅川集会所下道路広場 113:45-14: 10 

野佐来集会所下道路広場 114:30-14 : 50 

南 久 米 連絡所 115:05-15 : 50 

峠集会所19: 00-9: 30 

石仏集会所19: 50-10 : 20 

三 善連絡所110:40-11: 40 

大洲市総合体育館 113:00-14: 10 

肱北 公 民 館 五 郎分館 114:20-15:00

肱北公民館115:20-16:10

大川第 5部消防詰所横 19: 10-9: 25 

JA愛媛たいき蔵川支所裏 19: 35-9: 50 

大川連絡所110:10-10: 50 

高山西集会所111: 30-11 : 45 

久米公 民館113:20-14:00

只越わかぱ台団地集会所 114:10-14: 40 

大洲市民会館114:50-16 : 00 

打 越集会所19: 10-9: 30 

初 尾集会所19:50-10:05

上須戒連絡所110:15-11:00

八多浪集会 所111: 25-11 : 55 

手成本村集会 所 113:必-13:55 

粟津葉たばこ生産組合共同乾燥場 114:05-14 : 25 

八多喜連絡 所114:40-15: 40 

t，+'犬病予防

一 注射!と

• 
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
1
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録

番犬

注射1之
連れて行って

lましいワシ f

月日

4
月
市
日
同

4
月
四
日
働

4
月
四
日
冊

4
月
初
日
関

4
月
包
日
側

4
月
白
日
働

〉客キリトリ線一一

狂犬病予防注射・畜犬登録申込用紙

犬について 飼い主について

畜犬登録 犬種 毛色 犬の名前 大きさ 犬の生年月日 住所(地区名)・電話番号 飼 い 主・世帯主の氏名

|オス 大型 昭和 ・平成
有 ・無 中型 大洲市 飼い主

メス 小型 年 月 日

大型
地区名(

|オス 昭和 ・平成
有 ・無 中型 電 話 一 世帯主(

|メス 小型 年 月 日

.料金 (1頭につき)予防注射2，850円 畜犬登録3，000円 (申込用紙と料金は会場でお渡しください。登録には飼い主の印鑑が必要で、す。)

.畜犬登録済の場合、確認のため犬鑑札を首輪につけて来てください。
お願い ①犬を自由に扱える人が連れてきてく ださい。②引き綱は丈夫なものを使用し、首輪の点検をしておいてください。③注射・登録場所での犬の

フンは飼い主が責任を持って始末してください。④犬の体調が悪い場合は、 当日獣医師に申し出てください。9 
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生活安全ニュース

一大洲地区不当要求行為等防止対策協議会を設立ー

にはな不

tf.、
'" -堕 ユ圃園田 園園~

4‘各業界団体、教育・行政機関などで組織する対策協議会

「
警
察
と
連
携

υ

一

あ

5
ゆ
る
暴
力
事
犯
に
対
処

大
洲
警
察
署
管
内
の
企
業
・
事
業

所
や
学
校
、
国

・
県
・
市
町
村
な
ど

の
行
政
機
関
で
組
織
す
る
大
洲
地
区

不
当
要
求
行
為
等
防
止
対
策
協
議
会

の
第
1
回
会
合
が

2
月
お
日
、
大
洲

市
役
所
で
あ
り
、
各
団
体
の
代
表
者

ら
約
印
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
長
に
大
洲
市
の
松
井
健
助
役
、

副
会
長
に
大
洲
郵
便
局
の
岩
井
英
夫

局
長
、
幹
事
に
金
融
機
関
防
犯
協
会

の
正
岡
啓
一
会
長
を
選
び
ま
し
た
。

県
警
本
部
捜
査
第
二
課
暴
力
団
対

策
室
の
仙
波
隆
室
長
が
不
当
要
求
な

ど
に
つ
い
て
、
「
事
件
の
証
拠
に
す
る

た
め
、
相
手
の
氏
名
、
電
話
番
号
、

車
両
ナ
ン
バ

ー、

脅
し
の
内
容
な
ど

を
録
音

・
ビ
デ
オ
録
画
、
メ
モ
な
ど

し
て
、
詳
細
な
状
況
を
記
録
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
説
明
し
ま

し
た
。
今
後
、
協
議
会
で
は
、
不
当

要
求
行
為
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習
会
の
開

催
、
事
業
所
の
「
暴
力
団
不
当
要
求

防
止
責
任
者
」
の
選
任
推
進
、
広
報

啓
発
活
動
、
宣
言
書
の
掲
示
活
動
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
伊
予
銀
行
大
洲
支
庖
の
戴

ど
し
り鳥

竜
也
さ
ん
が
決
議
書
を
読
み
上
げ、

協
議
会
は
、
「
警
察
と
の
緊
密
な
連
携

と
協
力
に
よ
り
、
地
区
内
の
行
政

・

事
業
所
な
ど
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴

力
事
犯
に
対
処
す
る
」
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
め
ま
し
た
。

『.，，
g
a
s

，，，，，，，，，，，，，.

一
困
っ
た

5
す
ぐ
電
話
1

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

受
け
て
い
ま
す
。

制
愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
無
料
)

合

0
1
2
0
・
8
9
3
0
2
4

ヤ

ヲ

ザ

を

通

報

...警察との連携を呼びかける松井会長

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

交
通
事
故
一応
気
を
付
惜

一一環

a
，.

高
齢
者
へ
の
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

「
高
齢
者
交
通
安
全
の
日
」
の

2
月
叩
日
、
粟
津
保
育
所
の
園
児

や
交
通
安
全
協
会
、
警
察
官
ら
約

叩
人
が
八
多
喜
地
区
の
高
齢
者
宅

5
軒
を
訪
問
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
園
児

5
人
が
、
夜
間

反
射
材
や
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
手
渡

し
、
大
き
な
声
で
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
交
通
事
故

に
気
を
付
け
て
ね
」
と
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

春の全国交通安全運動
4月6日(火)--15日(木)

譲り合い笑顔を交わす交差点

子と宅と高齢者の突通事故防止!

.自転車の安全利用の推進

.交差点の交通事故防止

.シートベルトとチャイルド

シー卜の正しい着用の徹底

県内では平成15年に約 l万l千件の交通人身事故が

発生し、多くの尊い命が失われています。家庭で、職

場で、地域で「事故を起こさない」、「事故に遭わないJ
ょう取り組み、交通事故死ゼロを目指しましょう 。

10 

企粟津保育所の園児たちが訪問
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お知らせ

時
、
場
所
が
決
ま
り
次
第
、
関
係
地

権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
農
林
課
か
ら

個
別
に
連
絡
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

関
係
地
権
者
へ
の

説
明
会
を
聞
き
ま
す

市
で
は
、
平
成
時
年
度
に
大
字
恋

木
と
大
字
喜
多
山
の

一
部
地
域
で
国

土
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

国
土
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
関
係
す
る
地
権
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
調
査
前
に

聞
き
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
の
日

国
土
調
査
を
進
め
て
い
ま
す

土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を

調
べ
、
境
界
の
位
置
や
面
積
を
測
量

す
る

「国
土
調
査
」
が
全
国
で
行
わ

れ
て
お
り
、
大
洲
市
で
調
査
が
始
ま

っ
た
の
は
昭
和
川
例
年
度
か
ら
で
す
。

市
内
各
地
区
の
う
ち
、
調
査
が
終

了
し
て
い
る
の
は
、
南
久
米
・
平

野

・
上
須
戒

・
八
多
喜
・

三
善

・
柳

沢
地
区
で
す
。
ま
た
、
東
大
洲

・
五

郎
・
阿
蔵
・
高
山
地
区
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
の
一
部
地
域
で
調
査
を
終
え

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
国
土
調
査
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
2
3
5
)

平成16年度の国土調査の範囲

平成16年度調査予定区域

国土調査除外地域-

ご寄知でyか?

働く人たちのための制度

「建退共」は、建設業で働く人たちの福祉

の増進と雇用の安定を図り、建設業の振興と

発展に役立てることを目的とした制度です。

建退共は法律に基づいた制度

中小企業退職金共済法に基づき創設された

制度で、勤労者退職金共済機構が運営してい

ます。

問い合わせ先

建退共愛媛県支部

ft089 -943 -5406 

A 話室守秘仁トの

加 減
掛け金は 1日310円

この制度は、建設現場で働く労働者が働

いた日数に応じて共済手帳に共済証紙 (掛

け金=310円/1日)を貼り、その労働者が

建設業界をやめたときに退職金を支払う建

設業界の退職金制度です。

この制度では、建設業の事業主が退職金

共済契約を結んでいれば、退職金が支払わ

れます。労働者がいつ、どこの現場で働い

ても、掛け金を500日以上掛けていれば、働

いた日数分の掛金が全部通算されて退職金

が支払われる仕組みになっています。

" 
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ま
っ
す
ぐ
巴
室
き
て
い
乙
う

ボランティア・ミニコンサート

コ
ン
サ
ー
ト
の
合
聞
を
縫
っ
て

T
o
s
h
-
さ
ん
は
、
昭
和
臼
年

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

X
l
J
A
P
A
N
の

ボ
ー
カ
ル
と
し
て
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ

ー
し
、
後
に
大
晦
日
の
紅
白
歌
合
戦

に
も
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成

9
年
に
脱
退
後
、
平
成
日
年
か
ら
ギ

タ

l
一
本
を
抱
え
て
全
国
を
巡
る

「
詩
旅
1
う
た
た
び

1
」
を
開
始
し
ま

す
。
各
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

l
ル
や

〆r

t 
~ 

唾F

~ 

日ーをf
・'

企大j州学園のホールで聞かれたミニコンサー卜

学
校
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演

の
合
間
を
縫
っ
て
、
平
成
日
年
か
ら

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
施
設
お
よ
そ

l
、

5
0
0
カ
所
を

訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
回
は
大
洲
で
も

2
つ
の
施

設
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

こ
の
日
、
大
洲
学
園
で
は
、
利
用

者
や
施
設
関
係
者
な
ど
に
加
え
、
そ

の
家
族
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
合
わ
せ
て
約
卯
人
が
ホ

l
ル
に
集

ま
り
ま
し
た
。

T
o
s
h
i
さ
ん
は

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
や
ピ
ア

ノ
の
弾
き
語
り
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
は
る
か
な
る
自
分
」
な
ど

3
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
内
は
癒
し
の
音
楽
に
包
ま

れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
心
に
深

く
染
み
入
る
よ
う
な
詩
や
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
自
身
へ
の
疑
問

企語りかけるToshiさん

演
奏
の
合
間
に
は
、

T
o
s
h
-ー

さ
ん
が
自
分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

気
に
す
る
あ
ま
り
「
い
つ
か
見
返
し

て
や
ろ
う
」
と
躍
起
に
な
り
、
「
人
気

や
名
声
を
得
た
ら
幸
せ
に
な
れ
る
」

と
野
心
を
燃
や
し
、
音
楽
の
世
界
で

そ
の
地
位
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
が
、

そ
う
し
た
生
き
方
に
疑
問
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
静
か
に
語
り
ま

し
た
。

心
に
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ

T
o
s
h
-
さ
ん
は
、
以
前
は
人

か
ら
ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
い
や
で
、

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
ス
タ

ー
に
な
る
こ
と
は
い

い
こ
と
だ
、
人

よ
り
有
名
に
な
っ
て
地
位
や
名
、
誉
を

得
る
こ
と
が
い
い
こ
と
だ
」
と
う
ぬ

ぼ
れ
て
威
張
り
、
い
い
気
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ブ
l
ム
の
中
で
、
い
く
ら
人
気

や
名
声
を
得
て
も
、
「
そ
こ
に
は
幸
せ

は
な
か
っ
た
」
と
ス
タ
!
と
呼
ば
れ

る
地
位
に
い
た
頃
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
「
ど

ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
ま
っ
す
ぐ

生
き
て
い
け
ば
よ
い
」
と
力
強
く
語

り
か
け
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
た

T
o
s
h
-

さ
ん
は
、
記
念
撮
影
に
応
じ
た
り
、

気
軽
に
サ
イ
ン
し
た
り
し
て
参
加
者

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

.‘‘ 
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広報おおず 2∞4 4月号

ごあんない

、第56回う
、観光で
'ノ~

富士山公園・祇園公園で開催

お法，堂'フ4フt、ま'フi)
4月18日(日)開催

平野

さ‘

く‘
ら
ま、
'フ

今
年
も
冨
士
山
や
八
多
喜
祇
園
公
園
で

さ
く
ら
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
す
。

3;28~4h5 
期日 行事・会場 時間

3 
春神楽・藤縄 正午月

28 神楽

(日日) (八幡神社)午後3時30分

3 
さくらまつり 午前11時月

29 開幕式

(日月) (市民会館) 午後2時

期日 行事・会場 時間

7R曽Rて4Eト [ )山火ヲλ"'~宜，_ 午前10時
大洲支部]

(中央公民館) 午後3時

第46回愛媛県下吟
午前B時30分

詠剣詩舞大洲大会

(市民会館大ホ
ールほか)

午後5時

4 
月 第48回県下春季 午前10時
4 弓道選手権大会

(日日) (市総合体育館) 午後3時

スポーツ少年団
午前8時30分

ソフトボール大会

(緑地公園績多目的
グラウンドほか)

午後5時

スポーツ少年団 午前9時30分
剣道大会

(肱川緑地公園) 正午

4 
午前11時月 観桜会

16 
(祇園公園)

幽日 午後3時

[さくらまつり行事]

4月18日(日 )

午前10時~午後 2時すぎ

※もちまきは午後 2時頃から

日浦つつじ公園

J R平野駅から車で15分

日時

場所

地元産野菜や特

産白の販売、もち

まきなどの楽しい

催しで皆さんをお

待ちしています。

見慣は4月中旬かう

下旬頃まで

日浦つつじ公園(平野)で

は、樹齢約250年の山つつじ

約150本が真っ赤に色づきま

す。

問い合わせ先

平野公民館 ft 24-2431 

児

車呈

虐

待

「中
3
長
男
に
虐
待
食
事
与
え

ず
|
父
親
と
内
妻
逮
捕
1

体
重

M
キ

ロ
、
こ
ん
睡
」
あ
る
日
の
朝
刊
の
見

出
し
で
す
。
全
国
で
増
加
の

一
途
を

た
ど
る
児
童
虐
待
事
件
、
昨
年
度
は

約

2
万
4
千
件
と
な
り
、
こ
の
叩
年

間
で
約
凶
倍
に
ふ
く
れ
上
が

っ
て
い

ま
す
。

県
内
で
も
、
助
け
を
求
め
る
こ
と

を
知
ら
な
い
子
ど
も
を
、
親
な
ど
が

虐
待
し
、
な
か
に
は
死
に
至
ら
し
め

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
連
続
し

て
発
生
し
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
に
は
、

一l

身
体
的
虐
待

(
た
た
く
、
な
ぐ
る
、
け
る
、
戸
一

外
に
閉
め
出
す
な
ど
)

一
2
性
的
虐
待

(
性
的
な
い
た
ず
ら
を
す
る
、
性
一

的
行
為
を
強
要
す
る
な
ど
)

一3

心
理
的
虐
待

(
言
葉
に
よ
る
脅
か
し
、
無
視
、
…

兄
弟
聞
の
差
別
扱
い
な
ど
)

一4

養
育
拒
否
、
怠
慢
、
放
置

(
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、
病
一

院
に
連
れ
て
い
か
な
い
、
学
校
一

へ
行
か
せ
な
い
な
ど
)

が
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
は
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。

平
成
ロ
年
に
「
児
童
虐
待
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
教
師
や
医
療
関
係
者
な
ど
が

子
ど
も
の
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る !こ

思

つ

ょ
う
努
力
す
る
義
務
や
、
児
童
相
談

所
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど
の
権
限
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
法
律
を
制
定
し

て
も
、
児
童
虐
待
の
ほ
と
ん
ど
は
家

庭
内
で
行
わ
れ
る
た
め
、
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
発
見
が
遅

れ
る
場
合
が
多
く
、
対
応
も
難
し
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
被
害

者
の
叩
%
は

6
歳
以
下
の
子
ど
も
や

乳
児
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

分
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

う
ち
明
け
る
ケ

l
ス
は
、
2
%
程
度

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
は
、

親
が
親
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と

が
基
本
で
す
。
子
ど
も
は
親
の
私
有

物
で
は
な
く
、
「
人
格
を
持
っ
た

一
人

の
人
間
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
は
、
親

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち
大

人
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
、
子
ど
も

の
い
る
家
庭
を
地
域
で
把
握
し
、
孤

立
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
関

係
機
関
な
ど
が
協
力
し
て
、
ど
ん
な

小
さ
な
兆
候
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
見
守
り
、
み
ん
な
で
子
育

て
を
支
援
し
て
い
く
、
「
虐
待
防
止
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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「食」と「農Jを考える

• • 

部奔 食農

んコ
( 

害ン
Tク
矢 l
雪JIIん
〆'ー、、

新小骨 ~ 、。
三ス
が
入タ
賞 I

部
門

「
食
」
と
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
八
幡
浜
地
方
局
管
内
の
小

・
中
学

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
的
校
か
ら
作
文
似
点
、
ポ
ス
タ
ー

1
3
9点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果

却
人
が
選
ば
れ
、
大
洲
市
か
ら
は
森
沖
優
香
さ
ん
と
矢
野
麻
理
子
さ
ん
が
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

v 

'" 

食
農
コ
ン
ク
ー
ル
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

中
学
生
の
部

安
状

IF--

uι
今}2Eta-z

 

主
ゆ
け
も

H
b
a

t
i
ti--寺

桂

3
1
5
IE

占

'a音訓司
A
台
-
a
ω
H

I
H
E
A
t
-
2
 

，/'A汎
La寸

4
Tん

m
P
4凶作

銀
'責

森
沖

優
香
さ
ん

農
業
を
す
る
人
に
と
っ
て
収
穫
は
、

最
も
う
れ
し
い
瞬
間
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
収
穫
の
あ
り
が
た
さ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
イ
モ
掘
り
を
す

る
人
た
ち
の
様
子
を
ポ
ス
タ
ー
に
し

土
品
、
し
れ
~
。

祖
父
母
が
農
作
業
を
し
て
い
る
姿

}
之
島

a
・‘

ゃ
、
自
分
が
そ
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

観
光
農
園
に
行
っ
た
り
し
た
と
き
の

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
描
き
ま
し

た
。
「
人
物
の
顔
」
の
色
と
「
畑
の

土
」
の
色
が
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。
収
穫
を
喜
ぶ
人

物
の
表
情
が
う
ま
く
描
け
た
と
思
い

ま
す
。

銀
賞
に
選
ば
れ
た

国

こ
と
で
、
私
は
農
業

賞
や
食
べ
物
の
こ
と
を

似

考
え
る
よ
う
に
な
り

ん

ま
し
た
。
み
ん
な
に

村

も
農
業
の
こ
と
に
関

本

心
を
持
っ
て
も
ら
え

4

た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

a 

小
学

生

の

部

食
農
コ
ン
ク
ー
ル
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

寺内

'賞

矢
野

麻
理
子
さ
ん

農
家
の
人
が
懸
命
に
キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
を
し
て
い
る
様
子
を
描
き
ま
し

た
。
こ
の
絵
が
本
物
み
た
い
に
見
え

る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
色
を
使
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
絵

の
具
の
色
を
そ
の
ま

ま
使
わ
ず
、
数
色
混

ぜ
て
色
を
作
り
塗
り

重
ね
て
い
き
ま
し

た
。最

近
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
「
食
べ
物
に
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

る
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
私
の
家
に
も
家

庭
菜
園
が
あ
り
、
野

菜
作
り
を
手
伝
う
こ

と
が
あ
る
の
で
気
に

{~!; ~~ ;.{.，~ 
;~ ~ 長 ~Ät主主 1:;~ 1ft. 

五三 i ~ -tf~ft~~ i; 三
行 ~~~i 五1

-: ... .~τ 

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
み
ん
な
が
安

心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
作
物

を
作
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

....矢野さ んの入賞作品

「
銅
賞
だ

よ
」
と
お
母

さ
ん
に
話
す

と
「
頑
張
っ

て
よ
か
っ
た

ね
」
と
言
っ

て
く
れ
た
の

で
、
ま
た
賞

を
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。

14 

¥ 

え
ひ
め
の
曾
農
叡
育

推
進
事
業

¥ 

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
消

費
者
に
食
料
生
産
に
直
接
関
わ

る
農
業
や
農
村
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
ロ
年

度
か
ら

「え
ひ
め
食
農
教
育
推

進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
事
業
の

一
環
と
し
て
、

食
料
の
大
切
さ
や
農
業
の
役
割

に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
目
的

と
し
た
作
文

・
ポ
ス
タ
ー
作
品

を
募
集
し
、
そ
の
表
彰
式
が
1

月
初
日
、
保
内
町
文
化
会
館
で

聞
か
れ
た
「
食
」
と
「
農
」
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
優
秀
作
品
の
発

表
に
続
き
、
脇
水
雅
弘
さ
ん

(川
之
石
高
3
年
)
が
実
家
で
の

取
組
み
を
競

っ
た
「
夢
を
形

に
!
1
日
本

一
の
富
士
柿
農
家

へ
の
挑
戦
1
」
(
平
成
日
年
度
毎

日
農
業
記
録
賞
・
高
校
生
部
門

優
秀
賞
)
や
ア
メ
リ
カ
で
の
農

業
体
験
を
発
表
し
た
ほ
か
、
農

業
者
に
よ
る
公
開
討
論
「
わ
が

ま
ち
・
わ
が
む
ら
の
食
と
農
業

1
地
産
地
消
を
考
え
る

1
」
が

聞
か
れ
、
参
加
者
は
食
料
や
農

業
の
将
来
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

ノノ¥ ¥ 
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ー

女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
|

平
成
日
年
1
月
に
愛
媛
労
働
局

が
発
足
さ
せ
た
「
愛
媛
女
性
の
活

躍
推
進
協
議
会
」
は
、
県
内
主
要

経
済
団
体
の
ト
ッ
プ
、
学
識
経
験

者
な
ど
が
メ
ン
バ

ー
に
な
り
、
職

場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
推
進

す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
県
内
の
企
業

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン

(
男
女
労
働
者
間
の
事
実
上
の
格
差

を
解
消
す
る
た
め
の
積
極
的
な
是

正
措
置
)
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
す

た
め
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

提
言
で
は
、
経
営
者
に
対
し
て
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施

に
あ
た

っ
て
、
経
営
者
の
明
確
な
意

思
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
女
性
の
能

る
こ
と
、
女
性
に
対
し
て
は
自
信
を
力
発
揮
を
図
る
た
め
に
ポ
ジ
テ
イ

持
っ
て
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

で
ほ
し
い
こ
と
、

男
性
に
対
し
て
は

問
い
合
わ
せ
先

固
定
的
な
役
割
分
担
に
縛
ら
れ
な
い
愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

ょ
う
意
識
改
革
を
訴
え
て
い
ま
す
。

2
0
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・
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・
5
2
2
2

，SEBa--
・

1
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韓
勝
樹
舞
量
位
車
載

伝
え
ら
れ
る
話

馬
通
し
の
追
い
は
ぎ

あ
る
日
、
藤
樹
は
近
く
の
村
へ
講

義
に
行
き
ま
し
た
。
帰
り
が
遅
く
な

り
、
日
が
暮
れ
て
「
馬
通
し
」
と
い

や
ぷ

う
竹
薮
の
ト
ン
ネ
ル
に
さ
し
か
か
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。

「
待
て
!
」

と
叫
び
な
が
ら
、
万
を
構
え
た
追
い

は
ぎ
が
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
お
前
の
腰
の
物
を
よ
こ
せ
!
」

と
ど
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
脇
差
し
は
た
い
し
た
金
目
の
物

で
は
な
い
ぞ
」

と
言
い
な
が
ら
、
万
を
賊
の
前
に
置

義
己
ま
4

1
し
れ
九
。

「
財
が
を
出
せ
!
」

と
ま
た
ど
な
り
ま
し
た
。

「
金
が
欲
し
い
の
か
。
よ
し
ょ
し
、
あ

ん
ま
り
入
っ
と
ら
ん
ぞ
」

と
言
っ

て
出
し
て
や
り
ま
し
た
。

「
着
物
を
脱
い
で
置
い
と
け
っ
」

と
命
じ
た
の
で
、
藤
樹
は
ま
ず
掛

r

か
た
ぎ
ぬ

脱
ぎ
、
一肩
衣
を
脱
ぎ
、
そ
れ
か
ら
着

物
を
脱
い
で
、
ふ
ん
ど
し
一
本
に
な

拘
J

土
ナ
し
れ
~
。

「
さ
あ
、
持
っ
て
行
け
。
み
な
く
れ
て

や
る
ぞ
」

と
一言
う
そ
の
様
子
が
、
あ
ま
り
に
も

落
ち
着
い
て
い
た
の
で

「
わ
し
も
、
長
い
こ
と
追
い
は
ぎ
を
や

っ
て
い
る
が
、
お
前
み
た
い
に
気
前

③ 

口?
碑;
伝:
説ご

④ 

の
よ
い
者
に
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

一
体
お
前
は
何
者
だ
」

と
聞
か
れ
て
、
藤
樹
は

「
わ
た
し
は
小
川
村
の
中
江
与
右
衛
門

じ
ゃ
」

と
名
乗
り
ま
し
た
。
追
い
は
ぎ
は

び
っ
く
り
し
て

「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
あ
ん
た
が
有
名
な

与
右
衛
門
さ
ん
で
し
た
か
。
ど
う
か

早
く
着
物
を
着
て
く
だ
さ
い
。
風
邪

を
ひ
か
れ
て
は
大
変
だ
」

と
着
物
を
差
し
出
し
ま
し
た
の
で

「そ
う
か
、
で
は
着
る
ぞ
」

と
落
ち
着
い
て
着
物
を
着
て
、
腰
に

万
を
差
し
、
そ
の
ま
ま
す
た
す
た
と

歩
き
だ
し
ま
し
た
。
す
る
と

「
先
生
、
し
ば
ら
く
し
ば
ら
く
」

と
追
い
は
ぎ
が
大
声
で
呼
び
止
め
ま

し
た
。
藤
樹
が
振
り
向
く
と

「
先
生
、
わ
ち
き
の
よ
う
な
者
で
も
学

べ
ば
聖
人
に
な
れ
ま
す
か
」

と
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
聞
い
ま
し

た
。
そ
の
真
剣
な
様
子
に
藤
樹
は

「
な
れ
る
か
ど
う
か
識
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
お
前
の
着
て
い
る
も
の
を
脱

い
で
よ
こ
せ
」

追
い
は
ぎ
は
、
素
直
に
ふ
ん
ど
し
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
追
い
は
ぎ
は
藤
樹

の
門
弟
に
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

15 
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平成16年3月1日まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、453，082，923円
です。

大洲城天守閣復元

広報ああず 2004 4月号

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料芯どをお持ちの人は己連絡ください。また、このコ
ナ に対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線 352

X 

A柱の上か ら梁の木組み作業を指揮する永山副棟梁

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
事
業
は
、
今
年
九
月
の
一
般
公
開
に
向
け
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
前
号
に
続
き
、
工
事
に
携
わ
る
職

人
た
ち
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
棟
梁
を

助
け
、
木
材
の
墨
付
け
と
い
う
大
役
を
担
っ
た
副
棟
梁
で
す
。

え
い
や
ま

圏
直
山
副
棟
梁
は
、
大
工
工
事
の
な

圃
Z
か
で
も
大
役
で
あ
る
木
材
の

「
墨
付
け
」
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
墨

付
け
は
、
普
通
ベ
テ
ラ
ン
の
大
工
が

す
る
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
?

永
山

実
は
宮
大
工
に
な
っ
て
間
も

な
い
頃
か
ら
墨
付
け
を
任
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
経
験
し
て
き
た

の
は
社
寺
建
築
で
、
城
郭
の
墨
付
け

は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
で
す
。

刊日固
め
て
の
城
郭
建
築
と
い
う
こ
と

E
且
で
不
安
が
あ
っ
た
の
で
は
?

永
山

木
組
み
や
木
材
の
大
き
さ
な

ど
城
郭
は
、

社
寺
と
似
た
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
不
安
は
そ

れ
程
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

社
寺
と
比
べ
て
城
郭
は
梁
が
多
く
、

合 24-2111

大
洲
城
の
天
守
に
は
卯
本
あ
り
ま
す
。

し
か
も
丸
太
梁
が
露
出
し
て
い
て
人

目
に
触
れ
ま
す
の
で
、
木
組
み
の
精

度
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
一

本

一
本
の

大
き
さ
や
曲
が
り
具
合
が
異
な
る
木

材
を
振
り
分
け
る
の
は
大
変
で
し
た
。

卯
本
す
べ
て
の
梁
材
を
写
真
に
撮
っ

て
、
厚
紙
で
十
分
の

一
サ
イ
ズ
に
型

を
取
り
、
そ
れ
ら
を
設
計
図
面
上
で

適
材
適
所
に
振
り
分
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
手
聞
を
か
け
た
作
業
は

初
め
て
で
し
た
。

一
正
解
が
あ
る
よ
う
で
な
い
:
・

一

復

元

の

最

も

難

し

い

と

こ

ろ

で

す

。

調
週
回
は
「
復
元
」
と
い
う
特
殊
な
が
豊
富
に
あ
る
以
上
、
で
き
る
だ
け

'
E工
事

で

し

た

が

?

そ

れ

に

忠

実

に

復

元

し

な

け

れ

ば

な

永
山

大
洲
城
は
、
写
真
な

ど

多

く

り

ま

せ

ん

。
各
部
を
資
料
と
照
ら
し

の
資
料
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
資
料
合
わ
せ
る
確
認
作
業
も
当
然
厳
し
く

な
り
、
工
事
を
難
し
く
さ
せ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
す
。

写
真
に
写
る
大
洲
城
の
天
守
は
、

明
治
期
の
老
朽
化
し
た
姿
で
す
。
そ

の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の
が
屋
根
の

反
り
方
で
す
。
写
真
に
写
っ
た
屋
根

の
反
り
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
す
が
、

本
来
は
反
り
が
も
っ
と
き
っ
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幾
年
に
も
わ
た

る
屋
根
の
加
重
で
軒
先
が
下
が
り
、

反
り
が
ゆ
る
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
写
真
に
あ
る
の
が
本
来
の

え洲城

かわら版

2巳

姿
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
。
正
解
が

あ
る
よ
う
で
な
い
の
で
す
。
復
元
と

い
う
仕
事
の
最
も
難
し
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

司
副
も
な
く
木
工
事
が
終
了
し
ま
す
o

E
血

感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

永
山

二
年
近
く
大
洲
で
作
業
し
ま

し
た
。
地
元
の
大
工
を
始
め
、
大
勢

の
人
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
大
洲

に
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
大
洲
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
つ
も
り

で
す
。
大
洲
城
は
、
大
勢
の
人
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
建
物
で
す
。

えいやま まもる

企永山守副棟梁(34) 富山県出身
木材の墨付けを担当。墨付けは 、
設計者の意図を木材に反映させ る

重要な仕事。「建物の良し悪しは、墨
付けで決まるjとさえ言われている。

...梁の型を作るために実際に撮影さ
れた写真

※
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
、
平
成
十

六
年

一
月
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
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2/11 歌や踊りで仲よく~流

・・圃且 1.1 ... ・・._"
地域のコミュ二ティを深めようと菅田公民館で 「オトーリフェスタ In大洲 ~ょうこそ宮古島~J (公民館などの主催)が開かれました。以前

から菅田地区住民と受流のあった沖縄県宮古島の民謡グループ「ぱにぱにJの2人と演奏メンバー3人が沖縄民謡 「妾重量ユンタJや「十九の春」

などを披露し会場を盛り上げると、参加した菅田地区の皆さんも沖縄の踊りに加わり親睦を深めていました。

2/20〆 人の世に熱と光を!

大洲市人ば同1hhh研究大会

大洲市人権 問和教育研究大会が市役所で開かれ、学校や地域

など分科会ごとに日頃の取組みが紹介されました。また、全体会

では奈良県御所市同和教育推進協議会の清原隆宣さんが、人権の

尊さと 「感じる力、 自分で判断する力、創造力、表現力を育てる

ことがこれからの人権教育には大切」と熱<講演しました。

3/1 心の通う家庭や地域に!

地域婦人会の充実と発展を願い、活動のあり方を考える大洲市

連合婦人会大会が中央公民館で聞かれました。連合婦人会の三好

康子会長が今年度の活動を報告し、肱北婦人会の安養寺恭子さん

や上須戒婦人会の梶谷幸子さんが三世代支流や人権 問和教育に

ついて発表しました。

帝京第五高校女子剣道部が、 1月12日に開かれた剣道高校選抜大会

県予選で優勝しました。この日は、剣道部の皆さんが市役所を訪れ、

桝田市長に i3月27日・28日の両日、愛知県春巳井市で関かれる全

国大会ではぺス卜4を目指したい」と力強く抱負を語りました。

2/20 安全に過ごせる子育て施設

」守~ーー一

建物が老朽化したため、改築が進められていた大洲乳児保育所 (田

口)の落成式がありました。保育所玄関前で施設や市関係者と園児た

ちが患を合わせてくす玉を割り、完成を祝いました。零歳児も受け入

れている大洲乳児保育所は、今後も地域の子育ての拠点として期待さ

れています。
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凸

いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

目置

4
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
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階

【
乳
幼
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健
康
診
査
】

0
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月
6
日
例
平
成
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年
日
月
生

(こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
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必
要
)

0
4
月
初
日

ω
平
成
凶
年
9
月
生

0
4
月
幻
日
例

平

成

日
年
8
月
生

受
付
時
間

日
時
l
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時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

{mカ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月
日
日
例
平
成
日
年
6
月
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受
付
時
間

9
時
1
9
時
却
分

持
参
口
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母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

{
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
4
月
9
日
掛

圃;a;ta~j，長~:ω~h1庄司

'4月4日(日)清家産婦人科医院(東大洲)1

会 24-6868 I 

辻内科医院 (長浜)

合 52一0174

4月11日(日)泉内科 (東大洲)

ft 24-6407 

相
談
時
間

山
時
i
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日

日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火
曜
日
日
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金

曜

日

目

時
1
日
時

【
H
T
L
V

1

抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時
1
凶
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木
曜
日
日
時
1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
山
時
i
M
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
却
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

室
内
の換

気
を
し
ま
し
ょ
う

ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
多
く
の
傷
病
兵
の

看
護
に
あ
た
り
、
「
ク
リ
ミ
ア
の
天
使
」

と
呼
ば
れ
た
フ
ロ
ー
レ

ン
ス

・
ナ
イ
チ

14月18日(日)松元産婦人科医院(中村)

ft 24-3067 

4月25日(日)石川内科胃腸科(若宮)

まま 24-3306

4月29日休)小川整形外科(三の丸)

ft 23-5596 

-E t・言E主竃--置 E圃し5・
曜日によって救急当番病

院は変わります。昼間・夜

間の急患など、ご相談は、

その日の当番病院まで。
ン
ゲ
l
ル
は
、
「
看
護
覚
え
書
」
と
い
う

著
書
で
、
住
居
と
健
康
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
清
浄
な
空
気
や
換
気
の
必
要

性
を
強
調
し
、
「
清
浄
な
空
気
を
採
り
入

れ
る
に
は
、
家
の
隅
々
に
ま
で
外
気
が

入
る
よ
う
に
住
宅
構
造
が
な
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

換
気
は
、
人
体
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
濃
度
を
薄
め
た
り
、
室
内

で
発
生
す
る
照
明
や
人
体
か
ら
の
熱
を

外
部
に
出
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。
定
期
的
な
換
気
ゃ
、
室
内
で
の
風

通
し
を
妨
げ
な
い
よ
う
家
具
の
配
置
に

気
を
配
り
、
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

献
血
の
お
知
5
せ

4
月
の
献
血
実
施
日
時
・
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

合

@
0
3
1
0

市立大洲病院(西大洲)

ft 24-2151 

加戸病院(若宮)I 
公 24-5101 ' 

大洲記念病院 (徳森)

含 25-2022

大洲中央病院(東大洲)， 
ft24-4551 日
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4
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着
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書

学
習
指
導
・
調
べ
学
習
と
学
校
図
書
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大
串
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身
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道
加
害
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現
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快
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光
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司
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著
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光
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岡
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著
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だ
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著
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著
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著
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す
け
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岡
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著
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幻

痛
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広
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銀
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守
限
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物
語
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屡
気
構
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18 

豆
腐
小
僧
双
六
道
中
ふ
り
だ
し京

極
夏
彦
著

慕
い
つ
づ
け
た
ひ
と
の
名
は

小
沢
昭

一
著

終
わ
ら
ざ
り
し
物
語
上
・
下

J
-
R
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R
-
ト
ル
l
キ
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著

落
雷
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下

D
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ス
テ
ィ
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著
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声
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ラ
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ゼ
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著
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司
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一
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岨
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幽

難
病
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克
服
で
き
る
の
か
、
延
命
は
?

最
先
端
技
術
の
売
り
込
み
合
戦
が
織
烈
を

極
め
る
中
、
「
永
遠
の
生
命
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を
追
求
す

る
研
究
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業
家
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の
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ア
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リ
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の
虚
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迫
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の
医
療
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。
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コ
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い
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¥
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図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
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過
し
た

資
料
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に
雑
誌
)
を
次
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お
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内
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公
共
施
設

・
団
体
や
市
民
の
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に

提
供
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。

①
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③
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凶
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史
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・
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月
曜
、

4
月
却
・
却
日
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定
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験

簿
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付
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験
日

そ
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ば
ん

受

付

4
月
初
日
1
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月
日比日
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日
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デ
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I

受

付

4
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日
日
1
5
月
凶
日

試
験
日

6
月
初
日
間

申
し
込
み
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い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

公

@

4
1
1
1

6 4 
月月
13 21 
日日
(日)¥ 

5 
月
11 
日

国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
募
集

国
立
大
学

・
高
等
専
門
学
校
は
平
成
凶

年
4
月
か
ら
法
人
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法

人
化
に
よ
り、

国
立
大
学
な
ど
の
職
員
は

非
公
務
員
型
の
法
人
職
員
と
な
り
、
全
国

7
地
区
の
試
験
実
施
委
員
会
が
次
の
と
お

り
採
用
試
験
を
実
施
し
、
職
員
を
採
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

4
月
1
日
同
1
8
日
同

第
一
次
試
験
日

5
月
お
日
間

第
一
次
試
験
合
格
発
表
日

6
月
初
日
制

水道業者の 9記
緊急漏水当番表m

(有)内田電気水道設備
ft25-2858 

4月3日比)

第
二
次
試
験

原
則
と
し
て
各
国
立
大
学

法
人
な
ど
で
行
い
ま
す
。

受
験
で
き
る
年
齢

昭
和
田
年
4
月
2
日
1
昭
和
的
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

※
そ
の
他
の
受
験
資
格
は
、
試
験
案
内
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
国

・
四
園
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

8
0
8
2
・
4
2
4
・
5
6
1
6

ze一ミ
g
g
g
-HOTF』

師
一
ヨ
曲
目

F
白
0
・壱

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

「
看
護
の
日
」
の

5
月
ロ
日
を
含
む

「
看
護
週
間
」
の
行
事
の

一
環
と
し
て
一

日
看
護
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

看
護
師
志
望
の
学
生
、
家
族
の
介
護
に

役
立
て
た
い
人
、
日
頃
看
護
と
は
無
縁
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
O
L
、
主
婦
、
男
性

も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

5
月
日
日
同

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
(
八
幡
浜
市
)

募
集
人
数

:-m人

5
月
日
日
出

真
網
代
く
じ
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
(
八
幡
浜
市
)

募
集
人
数
・
・
・
6
人

淳 山 水道 工 事 庖
ft24-2583 

4月4日(日)(有 )オ クダ設備
ft24-3674 

伊予屋住設
置ま24-2541

4月10日出 附 土居 鉄 工所
合 24-4519

大塚鉄 工 所
ft25-0300 

4月11日(日) 徳森設備
ft25-4023 

町
立
野
村
病
院
(
野
村
町
)

募
集
人
数

---
m人

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
希
望
」
と
明
記
の
上
、
①
住
所
、
②

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
③
年
齢
、
④
職
業

(
学
校
・
学
年
)
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
洋
服

サ
イ
ズ
、
⑦
中

・
高
校
生
の
場
合
は
、
学

校
の
許
可
の
有
無
を
書
き
、
希
望
す
る
病

院
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
中

・
高
校
生
は
学
校
の
許
可
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

制
愛
媛
看
護
協
会

合

0
8
9
・
9
2
4
・
0
8
4
8

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
中
の
事
故
、
往
復
中
の
事
故
な

ど
を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

た
と
え
ば

V

「中
学
生
以
下
の
子
ど
も
」
や

「大

人
の
文
化
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

の
場
合

掛
金
5
0
0
円

(1
人
年
額
)

V

「大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
の
場
合

掛
金
1
、
5
0
0
円

(1
人
年
額
)

保
険
金
・
:
死
亡
2
千
万
円
、
入
院
I
B
4

千
円
な
ど

ほ
か
に
も
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

同 福 水道 工 事 庖
ft24-3656 

4月17日出備)三 原 設備
合 24-3783

4月18日(臼)f株)宮 元 建設
合 25一 0242

久保 鉄 工所
公 26-0537

(有)菊地浄化槽センタ-
ft24一 0013

(有)オクダ 設 備
ft24-3674 

(有)佐々木 鉄 工
合 26一 0875

4月24日出

平成16年度国家公務員採用試験日程

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採用 I種試験 4月 1日休)-4月 8日休) 5月 2日(日)

国家公務員採用 E種試験 4月14日側-4月23日幽 6月20日(日)

国税専門官採用試験

労働基準監督官採用試験 4月 1日休)-4月16白幽 6月13日(日)

法務教官採用試験

型空竺旬官採旦試験 7月20日1:k)-8月 3日ω 9月26日(日)

[大学卒業程度 ]

保
険
期
間

平
成
時
年
4
月
1
日
午
前
O
時
か
ら

平
成
口
年
3
月
白
日
午
後
ロ
時
ま
で

※
申
込
受
付
は
3
月
か
ら

問
い
合
わ
せ
先

肘
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
媛
支
部

公

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(県
庁
内
線
5
3
9
6
)

z
g一
ミ
さ
さ
さ
・
帥
ち
O
ユ帥印コ
N
O
コ・
0
6

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

T 
3 -， 

月 は
30 に
日わ
{クd と
l ど
4 ~、、

月 之
4 
日 1 の
(日)松 油

本絵
明 展
美

4月25日(日)(有)神田 鉄 工所
まま24-4122

佐藤水道 庖
fi24-4410 

中 央 建設体)
ft24-3556 

4月29日休)

西国 水道 庖 0

fi26一 0265
[高校卒業程度]
試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

謹上怪童学控学生需用試腫 (特別) 4月 1日休)-4月 9日幽 5月23日(日)

国家公務員採用E種試験 6月22日ω-6月29日ω 9月 5日(日)

刑務官採用試験 9月19日(日)

入国 警 備官採用試験

皇宮護衛官採用試験 7月20日ω-8月 3日ω
9月26日(目)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 10月30日出
日月26日射-9月 7日伏)

気象大学校学生採用試験 10月31日(日)

問い合わせ先

人事院四国事務 局 第 二 諜 試 験 係 官087-831-4765

http://www.jinji.go・jpl

v
l
慨
概
略
く

山
田
き
よ
版
画
展

4
月
6
日
ω
1
4
月
日
日
間

V

「
癒
し
の
か
ず
ら
か
ご
展」

え
ひ
め
か
ず
ら
か
ご
愛
好
会

4
月
ロ
日
開
午
後
1
4
月
日
日
制

え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
の
準
備
の
た

め、

4
月
時
日
か
ら
展
示
を

一
時
休
み
ま

す
。
町
並
博
で
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
1

展

示

時

間

午
前
日
時
1
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休

館

月

曜
日

(祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
包
@
1
2
8
1

ー
固
国
国
国
E
E
E
E
E
E
E

-

表
紙
で
紹
介
し
た
「
え
ひ
め
町
並
博

一2
0
0
4
」
は
、
高
速
道
路
の
宇
和
へ

園
の
延
伸
に
合
わ
せ
て
南
予

一
円
で
開
催

一
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
町
並
博
開
催

-
期
間
中
の
9
月
に
は
、
大
洲
市
制
施
行

司
日
周
年
を
迎
え
、
大
洲
城
天
守
閣
の

一

E

般
公
開
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
を

E

振
り
返
り
、
新
し
い
大
洲
市
の
将
来
像

一
を
描
く
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
(
や
)
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内
相談内 ~匂茸B 日 時な ど 場所な と. 聞い合わせ先

人 f雀 ヰ目 談
4月19日(月)/午前10時~正午 市役所3階会議室 急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省)

人 権 擁 護 委員による 毎週月-水 -金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 キ目 談 9時~16時(祝祭目、 12/27~ 1 /4を除く) 人権相談室

イ'ヲー 政 ヰ目 談
4月21日(水)/午前9時~正午 市役所2階会議室

急ぐときは包24-5072(山本)
(総務省) ft24-4294 (辻)

社会保険相談
4月6日(火)/午前10時~午後3時担分

大洲商士会議所
松山西社会保険事務所

4月20日(火)/午前10時~午後3時泊分 ft089-925-5105 

不動産無 料 相 談 4月15日(木)/午別9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (司上田喜 六 不 動 産 官24-4452

l一般相談 毎週月・水曜日

大洲市総合福祉b 配ごと lI 法律相談 毎週火・木曜日 受付は総合福祉センター 1階
1 1介護相談 毎週金曜日 センター

社会福祉協議会窓口まで
(相談室直通)本目 談 ; 時聞はいすれも 宮 23-0313

ft23-5629 
午前10時~正午、 午後l時~午後4時
祝祭日年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 合 24-211 1 内線178
祝日 年末年始を除く

人 権 ・ 同 和問題に 月~金曜日/午前8時担分~午後5時15分 大洲隣保館 合 24-6100
関する何でも相談 祝日年末年始を除く 大洲福祉会館 合 25-0947

青少年相談室
月~金曜日/午前B時泊分~午後5時15分

青少年センター ft24-7830 
祝日年来年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 ft24-1414 
祝日年末年始を除く

J 

案とー-.，
ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

-h州
の
き
ば
む
し

目
ば
た
き
お
不
動
さ
ま

善

法
円
寺
に
は
昔
か
ら
見

事
な
お
不
動
さ
ん
の
掛
軸

が
あ
り
ま
す
。
不
思
議
な

こ
と
に
こ
の
お
不
動
さ
ん

は
、
小
僧
さ
ん
が
お
茶
湯

を
す
る
と
目
ば
た
き
を
す

る
の
で
し
た
。

あ
る
日
、
お
殿
様
が
そ

の
掛
軸
を
見
た
い
と
言
う

の
で
、
お
城
へ
貸
し
て
あ

げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
お
城
か
ら
無
事
掛
軸
が
返
っ
て
き
た
の
で
、

お
寺
の
方
で
は
安
心
し
て
元
の
場
所
に
納
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
僧
さ
ん
が
お
茶
湯
を
し
て
も
お
不
動
さ
ん
は
い

っ
こ
う
に
目
ば
た
き
し
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
な
あ
(
本
物
か

な
?
)
と
思
っ
た
小
僧
さ
ん
は
、
和
尚
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
お
殿
様
に
言
っ
た
ら
ど
ん
な
お
と
が
め
が
あ
る

か
わ
か
ら
ん
。
し
か
し
大
事
な
寺
の
宝
物
じ
ゃ
。

こ
の
ま
ま
に

は
で
き
ん
」
と
、
和
尚
さ
ん
は
お
城
に
こ

の
こ
と
を
言
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
殿
様
は
す
ぐ
に
家
来
に
調
べ
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
お
不
動
さ
ん
の
絵
と
ま
っ
た
く
同
じ
掛
軸
が
見
つ
か
り
、
目

ば
た
き
お
不
動
さ
ん
の
掛
軸
は
、
無
事
法
円
寺
に
返

っ
て
き
ま

し
た
。
お
寺
の
者
も
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、
小
僧
さ
ん
が
お
茶
湯

を
す
る
と
、
お
不
動
さ
ん
は
目
ば
た
き
を
し
た
そ
う
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
お
話
か
ら 企掛軸のある法円寺

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件数 48 35 

負傷者 64 42 

死者 。 。

市民の動き

平成16年2月27日現在

39，118人 (+12) 出生 38人 (+12)

18，704人(+6) 死亡 32人(一21)

20，414人 (+6) 

14，862世帯(-2) 

回

数男
女

帯

人

川期

今月の納税は

固 定資産 税 1

20 

( )内は対前月上ピ納期限は4月30日です
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